
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）と株式会社北都銀行（頭

取：伊藤新、以下「北都銀行」という。）は、「秋田県沖洋上風力開発を起点と

する産業クラスターに係る調査」と題した調査レポートを発行しました。 
 
秋田県は、年間を通じて安定した風況に恵まれた国内有数の風力発電の適地

であり、現在、同県 4 海域において、「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備

に係る海域の利用の促進に関する法律」に基づく大規模洋上風力発電開発事業

が進行しております。 
洋上風力発電開発は、開発海域近郊において、建設から運転期間にかけ関連

産業の裾野が広く、大きな経済波及効果が見込まれる事業となっており、洋上

風力発電事業を起点とする関連産業クラスターの創出（以下「洋上風力産業ク

ラスター」という。）による地域経済の活性化が期待されております。また、秋

田県内で生産した再生可能エネルギーの地元消費が浸透すれば、カーボンニュ

ートラル推進県として、地域ブランド力の向上も見込まれます。 
 
 当レポートでは、このような認識のもと、秋田県の再生可能エネルギー分野

に深い知見を有する北都銀行と協働し、秋田県の CO2 排出量等の現状整理や、

関係者ヒアリングを通じ、自治体・民間事業者双方の視点からみた、地域企業

による洋上風力発電事業参画に向けた課題を洗い出し、秋田県の洋上風力産業

クラスター創出に向けた方策を考察しました。考察にあたっては、北都銀行が

野村総合研究所と 2021 年度の環境省 ESG 地域金融促進事業にて実施した洋上

風力発電事業に関する調査も活用をしております。 
 
かかる秋田県の高い潜在能力や将来性を発揮するためには、地域企業に対し、

発電事業者とのきめ細かいマッチング活動や、人材育成の共通インフラ整備に

加え、先行投資を支える金融支援制度の検討など、オール秋田で県内調達率上

昇に向けた活動を行う必要性について提言しております。 
 

 当レポートをご希望の方は、DBJ ウェブサイト「調査研究レポート」及び北

都銀行ホームページ「ニュースリリース」に掲載していますので、ご参照くだ

さい。 
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DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの弛

まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展

を実現します～」に基づき、地域に役立つ情報を積極的に発信してまいります。 
 
北都銀行は、2021 年「北都グリーンアンクション」として秋田県の脱炭素に

向けた多角的な支援に取り組んでおり、本件は北都グリーンアクションの 14 番

目の取り組みとなります。今後も秋田県における洋上風力発電のサプライチェ

ーン構築および脱炭素化に貢献するとともに、地域社会の持続的な発展と課題

解決に向けて積極的に取り組んでまいります。 
 

【お問い合わせ先】 

株式会社北都銀行 営業推進部 地方創生室 ０１８－８３７－１７０１ 

株式会社日本政策投資銀行 東北支店 企画調査課 ０２２－２２７－８１８２ 


